
東糀谷6丁目10番地先／スケッチ 山下雄平 

法人かまた　第443号　平成24年10月1日発行（毎月1回1日発行）平成4年12月11日第三種郵便物認可 



表紙スケッチについて 

法人会 

　産業道路の南糀谷信号を、海の方にバス通りをどこまでも行くと、堤防にぶ

つかります。その向こうが警戒船の桟橋で、住所は東糀谷6丁目10番地先。 

　運河の向こうに高速道路とモノレールさらに、羽田飛行場の施設が見えます。 

　スケッチの色塗りを始めるころに、男の子二人が、釣りの男性と堤防の階段

を下りてくる声がしました。 

「ジジ、潮が引いてるよ。釣れるかな」 

　三人は、私がスケッチをしている少し前で、立入禁止のフェンスを乗り越え

釣りを始めました。子供たちは釣りに飽きるとはしゃぎ始めた。 

　邪魔だし、気が散るし最悪。ジジイ！孫に、釣りより、マナーを教えろ！！ 

● 蒲田税務署 

 ◆人事異動発令される 

 ◆署長着任・離任のあいさつ 

● 税務ニュース 

● 都税だより 

● 法人会コーナー   

 ◆青年部会・女性部会共催『サマー税ミナール』 
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● 大田の工匠100人 

● 経営時評／疋田文明 

● 胆力を養う論語のことば 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／新入会員紹介 
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10月2日（火）13：30～ 
● 簿記講習会② 法人会館4F 
10月3日（水）14：00～ 
● 法務セミナー「ビジネスにまつわる身近な法律知識」 大田区産業プラザ6F 
10月4日（木）8：14～ 
● チャリティーゴルフ大会 佐倉カントリー倶楽部 
10月4日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
10月5日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
10月9日（火）13：30～ 
● 簿記講習会③ 法人会館4F 
10月11日（木）16：00～ 
● 青年部会・女性部会合同研修会 プラザ・アペア 
10月12日（金）13：30～ 
● 簿記講習会④ 法人会館4F 
10月16日（火）13：30～ 
● 簿記講習会⑤ 法人会館4F 
10月16日（火）18：30～ 
● 特別第2ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月17日（水）13：30～ 
● 新設法人説明会 法人会館4F 
10月19日（金）13：30～ 
● 簿記講習会⑥ 法人会館4F 
10月19日（金）18：30～ 
● 青年部会イブニングセミナー 法人会館4F

10月19日（金）18：30～ 
● 特別第3ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月22日（月）14：00～ 
● 源泉税講座 法人会館4F 
10月23日（火）18：30～ 
● 特別第4ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
10月24日（水）14：00～ 
● 電子申告納税講習会 法人会館4F 
10月25日（木）14：00～ 
● 改正税法説明会 法人会館4F 
10月26日（金）13：30～ 
● 簿記講習会⑦ 法人会館4F 
10月26日（金）17：30～ 
● チャリティー寄席 大田区民ホール・アプリコ 
10月29日（月）14：00～ 
● 法人税講座 法人会館4F 
10月30日（火）13：30～ 
● 簿記講習会⑧ 法人会館4F 
10月11日（木）14：00～ 
● 女性部会役員会 プラザ・アペア 
10月17日（水）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F 
10月19日（金）16：30～ 
● 青年部会役員会 法人会館6F 
 



1 ●法人かまた 

氏 名  役 　 職  前 任 地  

〔敬称略〕 

異動等された方々 

新たに着任された方々 

異動等された方々 

新たに着任された方々 

氏 名  役 　 職  新 任 地 等  

井 野 　 剛 

小 松 　 孝 

山 内 武 彦 

橋 口 　 正 

野 中 利 惠 子 

伊 藤 隆 基 

平 野 孝 浩 

水 貝 正 二 

坂 根 尚 実 

緑 川 祐 紀 子 

署　長 

副署長（管理運営・法人担当） 

総務課　課長　　　　　　　 

法人課税第1部門　統括官 

法人課税第2部門　統括官 

法人課税第3部門　統括官 

法人課税第5部門　統括官 

法人課税第6部門　統括官 

法人課税第1部門　連絡調整官 

法人課税第2部門　上席調査官（源泉審理担当） 

退　職 

東京国税局　総務部　税務相談室　指定相談官（東京上野センター） 

神田税務署　総務課　課長 

川崎南税務署　法人課税第１部門　統括官 

退　職 

向島税務署　法人課税第２部門　統括官 

東京国税局　調査第一部　特別国税調査官　主査 

退　職 

新宿税務署　特別国税調査官（法人調査担当）連絡調整官 

退　職 

菊 池 忠 良 

澤 田 　 温 

後 藤 一 徳 

澁 谷 　 満 

太 田 和 三 

上 村 孝 幸 

水 野 清 孝 

大 溪 芳 彦 

宮 園 公 徳 

渡 邊 信 郎 

谷 口 武 司 

池 森 信 雄 

村 松 　 勝 

坂 井 勝 己 

中 田 昌 宏 

高 槻 靖 子 

海 辺 久 信 

金 須 ま り 子 

吉 村 　 隆 

署　長 

副署長（管理運営・法人担当） 

副署長（総務担当・個人担当） 

特別国税調査官（法人調査担当）　特別調査官 

特別国税調査官（法人調査担当）　 

総務課長　　　　　　　 

特別国税調査官（法人調査担当）　 

法人課税第1部門　統括官 

法人課税第2部門　統括官 

法人課税第3部門　統括官 

法人課税第4部門　統括官 

法人課税第5部門　統括官 

法人課税第6部門　統括官 

審理専門官（法人課税事務担当） 

法人課税第1部門　連絡調整官 

総務課　課長補佐 

法人課税第1部門　上席調査官（審理担当） 

法人課税第1部門　上席調査官（消費税･印紙税等担当） 

法人課税第2部門　上席調査官（源泉審理担当） 

東京国税局　調査第四部　調査第44部門　統括官 

藤沢税務署　総務課　副署長 

留　任 

留　任 

青梅税務署　総務課　副署長 

東京国税局　課税第二部　資料調査第2課　総括主査 

留　任 

税務大学校東京研修所　教育官 

小石川税務署　管理運営第2部門　統括官 

横須賀税務署　法人課税第3部門　統括官 

留　任 

麻布税務署　法人課税第4部門　統括官 

平塚税務署　個人課税第5部門　統括官 

留　任 

立川税務署　法人課税第4部門　上席調査官 

留　任 

東京上野税務署　国際税務専門官　上席調査官 

留　任 

平塚税務署　法人課税第2部門　調査官 

蒲田税務署 

人事異動発令される 人事異動発令される 
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秋
冷
の
侯
、
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法

人
会
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清
栄
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
東
京

国
税
局
調
査
第
四
部
か
ら
転
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
菊
池
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
井
野
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
 

　
蒲
田
法
人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全

般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
本
年
四
月
に
、
「
民
に
よ
る

公
益
の
増
進
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
公
益
社
団
法
人
へ
移
行
さ
れ
、

新
た
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
私
ど
も
税
務
当
局
と
し
て
も

誠
に
心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
、
緊
密
な
協
調
関
係
を
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
さ
て
、
近
年
の
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
経
済
の
国
際
化
・
高
度
情

報
化
な
ど
に
よ
り
さ
ら
に
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
行
政
の
在
り

方
に
つ
い
て
も
、
更
な
る
透
明
性
、
効

率
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
私
ど
も

は
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
税
務
行
政
を

行
う
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

「
適
正
・
公
平
な
課
税
の
実
現
」
「
信

頼
さ
れ
る
税
務
行
政
の
確
立
」
「
納
税

者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
」
に
向
け

て
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
税
庁
が
最
重
要
課
題
と
し

て
お
り
ま
す
e
‐
T
a
x
に
つ
き
ま
し

て
も
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
及
び

事
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し

て
、
私
ど
も
蒲
田
税
務
署
と
し
て
も
一

層
の
普
及
及
び
定
着
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
蒲
田

法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
そ
の
普
及
に
向
け
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
e
‐

T
a
x
の
一
層
の
普
及
・
拡
大
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
公
益
社
団
法

人
蒲
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
方
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

蒲田税務署　署長 

菊池  忠良 

着
任
の
あ
い
さ
つ
 

　
仲
秋
の
候
、
公
益
社
団
法
人
蒲
田
法

人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
 

　
去
る
七
月
九
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、

蒲
田
税
務
署
を
最
後
に
、
こ
の
思
い
出

深
い
税
務
の
職
場
を
去
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
昨
年
の
七
月
に
着
任
し
て
か
ら
、
わ

ず
か
一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
は
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
渡
　
会
長
を
始
め
、

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税

務
行
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
多
大

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
大
変

有
意
義
な
一
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
誌
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
宗
次
郎
氏

の
「
特
別
公
演
会
」
に
始
ま
り
、
理
事

会
や
研
修
会
な
ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
事
業
活
動
も
大

変
充
実
し
て
お
り
、
ま
た
、
毎
回
大
勢

の
皆
様
が
ご
参
加
さ
れ
、
積
極
的
に
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

を
目
の
当
た
り
に
し
、
大
変
心
強
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
今
年
は
公
益
社
団
法
人
と
な
ら
れ
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
活
動
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

税
務
行
政
の
良
き
理
解
者
と
し
て
、
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
名
残
惜
し
く
は
あ
り
ま
す
が
、
公
益

社
団
法
人
蒲
田
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご

事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

前蒲田税務署　署長 

井野　剛 

離
任
の
あ
い
さ
つ
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◆　お車でのご来場はご遠慮ください。  
◆　年末調整に必要な諸用紙は、説明会場で配布いたします。 
　なお、説明会当日の混雑の緩和のため、給与支給人員100人以上の方につきましては、国税
関係用紙を11月1日（木）午前10時～午後3時の間に、蒲田税務署において配布いたします。（税
務署から送付される「出席票兼関係用紙請求書」に、あらかじめ請求枚数等をご記入の上、ご
持参願います。）  
◆　年末調整に必要な諸用紙（扶養控除等（異動）申告書など）は、国税庁ホームページ
(http://www.nta.go.jp) の「申請・届出様式」からも入手することができます。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 
　本年も年末調整の時期となりました。税務署及び区役所では、年末調整のしかた並びに法定調書・

給与支払報告書の作成と提出方法などの事務手続きを円滑に行っていただくため、下記の日程に

て説明会を開催いたします。 

　なお、説明会では「年末調整のしかた」などを用いて説明いたしますので、関係書類等をご持

参の上、ご来場願います。 

※　対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。 

年末調整等説明会の開催のお知らせ 

● 用紙配布　　午後1時00分～1時45分 

● 説 明 会　　午後1時45分～4時30分 

開 催 日  11月19日 
（月） 

11月20日 
（火） 

開 催 時 間 

蒲　田　　東蒲田 

蒲田本町　南蒲田 

東糀谷　　仲六郷 

西糀谷　　北糀谷 

萩　中　　羽　田　 

羽田旭町　羽田空港　 

本羽田　　東六郷 

南六郷 

大田区産業プラザPio 
南蒲田1－20－20

説明会会場 
大田区民センター 
新蒲田1－18－23

11月15日 
（木） 

下丸子　　多摩川 

矢　口　　東矢口 

新蒲田　　西蒲田　 

西六郷 

対 象 地 域 
（※） 
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【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

－都税についてのお知らせ－ 

東京都　主税局 検索 

－都税についてのお知らせ－ 

　不正軽油とは、軽油に脱税を目的として重油等を混ぜ、軽油

と偽り販売しているものです。こうした不正軽油は、ディーゼ

ル車の排出ガス中の有害物質を増加させ、環境にも悪い影響を

与えます。 

　東京都では、不正軽油の調査の手がかりを探しています。不

正軽油に関する情報がありましたら、不正軽油110番までご

連絡ください。 

　さらに、強化月間キャンペーンの一環として、これまでのＰ

Ｒポスターや不正軽油撲滅作戦等のパネル展を開催します。ぜひ、

お立ち寄りください。 

　減額を受けるには、住宅が新築された年の翌年（1月1日新築の場合はその年）の1月31日

までに、減額の申告が必要です。詳しくは当該住宅が所在する区にある都税事務所にお問い合

わせください。 

　なお、23区外の住宅については、当該住宅が所在する市町村へお問い合わせください。 

不正軽油撲滅ＰＲパネル展 都庁第一本庁舎1階中央 10月1日（月）～5日（金） 

会　　場 期　　間 

詳しくは、東京都主税局課税部課税指導課（03－5388－2958）までお問い合わせください。 

東京都主税局ホームページ 

①平成21年6月4日から平成26年3月31日までの間に新築された住宅であること 

②「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」第10条第2号に規定する認定長期優良住宅であ

ること 

③居住部分の床面積の割合が当該家屋の2分の1以上であること 

④1戸あたりの床面積が50㎡以上280㎡以下であること（ただし、貸家の用に供する一戸建

て以外の住宅については、40㎡以上280㎡以下） 

減額の対象 
となる住宅 

新たに固定資産税が課税される年度から5年度分（3階建以上の耐火・

準耐火建築物については7年度分） 減額される 
期間・税額 

減額される期間 

当該住宅の固定資産税額（居住部分で1戸あたり床面積120㎡相

当分までを限度）の2分の1が減額 
減額される税額 

不正軽油110番 
 

0120-231-793  
24時間受付（フリーダイヤル） 

 
FAX　03－5388－1309 

Eメール　S0000106@section.metro.tokyo.jp

ふ せ い  な　く　そう 
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青
年
部
会
・
女
性
部
会
共
催
 

　
七
月
二
十
四
日
、
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ・P
I
O
に
て
青
年
部
会・女
性
部

会
共
催
に
よ
る
『
サ
マ
ー
税
ミ
ナ
ー

ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か

ら
は
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
租
税

教
室
と
、
一
般
の
方
々
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
講
演
会
を
組
み

合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
『
サ
マ
ー
税
ミ

ナ
ー
ル
』
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
 

　
講
演
に
は
、
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎

直
子
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
 

　
会
場
に
は
、
一
時
間
も
前
か
ら
宇

宙
好
き
な
親
子
さ
ん
が
最
前
列
を
陣

取
り
、
用
意
し
た
二
〇
〇
席
も
開
演

前
に
は
ほ
ぼ
満
席
と
な
り

ま
し
た
。
 

　
最
初
に
、
女
性
部

会
の
村
岡
部
会
長
よ

り
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
前
半
の
租
税
教
室
で
は
青

年
部
会
役
員
が
講
師
と
な

り
、
ま
ず
税
金
に
関
す

る
ア
ニ
メ
を
上
映
し
、

そ
の
後
、
税
金
は
納
め

た
ら
終
わ
り
で
は
な
く

自
分
た
ち
で
使
い
途
も

決
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど

を
話
し
、
ラ
ス
ト
は
税

金
ク
イ
ズ
へ
。
正
解
率
の

高
か
っ
た
子
供
た
ち
は
壇
上
に

上
が
り
、
恒
例
の
1
億
円
（
10
㎏
）

を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
ま
り

の
重
さ
に
驚
き
つ
つ
も
貴
重
な
体
験

に
大
喜
び
で
し
た
。
 

　
後
半
は
お
待
ち
か
ね
の
山
崎
直
子

さ
ん
の
講
演
で
す
。
映
像
を
交
え
な

が
ら
の
お
話
は
子
供
た
ち
に
も
分
か

り
や
す
く
、
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
 

　
成
功
と
は
、
『
99
％
の
準
備
や
訓

練
と
1
％
の
結
果
』
と
い
う
こ
と
ば

が
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
外
か

ら
見
ま
す
と
、
テ
レ
ビ
に
映
る
彼
女

の
華
や
か
な
面
が
強
調
さ
れ
ま
す
が
、

見
え
て
い
る
の
は
1
％
で
、
そ
れ
を

支
え
て
い
る
の
は
99
％
の
地
道
な
訓

練
あ
っ
て
こ
そ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

　
質
問
タ
イ
ム
に
は
、
子
供
の
前
ま

で
移
動
し
、
正
面
に
立
っ
て
目
を
見

な
が
ら
答
え
て
い
た
姿
も
印
象
的
で

し
た
。
 

『
宇
宙
飛
行
士
に
な
る
に
は
今
か
ら

何
を
や
れ
ば
い
い
で
す
か
』
の
問
い

に
、『
先
ず
は
目
の
前
の
こ
と
を
し
っ

か
り
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
で
き
れ
ば

英
語
だ
け
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
』

と
答
え
て
い
ま
し
た
。
専
門
知
識
は

後
か
ら
ど
う
に
で
も
な
る
、
ま
ず
は

今
や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
り

な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

『
宇
宙
で
一
番
イ
ヤ
だ
っ
た
こ
と

は
？
』
の
問
い
に
は
、『
歯
磨
き
し
た

ら
そ
れ
を
飲
み
込
ま
な
く
て
は
い
け

な
か
っ
た
こ
と
』
と
答
え
、
み
ん
な

も
想
像
し
て
苦
笑
い
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
講
演
終
了
後
、
後
援
を
頂
い
て
い

る
蒲
田
税
務
署
の
菊
池
署
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
講
演
後
の
サ
イ
ン
に
も
笑
顔
で
応

対
さ
れ
て
い
た
の
も
誠
実
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
 

　
青
年
部
会
、
女
性
部
会
で
は
、
今

後
も
租
税
教
室
や
講
演
会
を
開
催
し
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
税
金
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

〈
青
年
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

青年部会の税金クイズで1億円をさわる子供たち 

映像を使った講演の様子。ケーブルTVも取材に！ 

誠実なお人柄で宇宙を語る 
山崎直子さん 

宇
宙
飛
行
士
 

宇
宙
飛
行
士
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〒144－0056　大田区西六郷2－5－15　TEL:03－3733－6637  FAX:03－5703－8058有限会社清水精密金型 

大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰① 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰① 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰① 
　大田のモノづくりは、中小企業に従事する優秀な技能

者によって支えられています。本制度は従業員数3人以下

の企業で活躍している腕利きの職人の方に焦点をあて、「大

田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）」として、

5年間で100人の方を表彰することにより、その技能の継承

及び後継者の育成に資することを目的としています。 

【対象者】 
　区内製造業のうち、従業員数が3人以下の企業に従事する者で、
次の各号のいずれにも該当する方 
（1）現在、区が定める製造業でモノづくりの業務に従事している者 
（2）モノづくりにおいて、特に優れた技能を有し、他の技能者の模

範となる者 
（3）過去にこの表彰を受けていない者 
（4）表彰予定者数各年度ごとに概ね20人 
 
当会会員7名の方が表彰されました。 
3回にわたりご紹介いたします。 

フライス盤を駆使した、ダイカスト用の精密金型製作を得意とする。角度出しのための治具の工夫や、加工方法の改善により効率化を図っ
ている。薄肉の部品が多く、加工精度の厳しいものが多いが、広範な知識と技能を活かして短納期で製作し、顧客からのどんな要望にも応
えている。次世代の指導育成にも技術を惜しまない。 
●受賞コメント：金型製作という仕事に就いて50数年、我ながら良く続いたと思う。これからも健康に気をつけて、もう一踏ん張りしてみよう。 
　　　　　　　　！！人生には定年はないのだから！！ 

〒144－0056　大田区西六郷1－46－15　TEL:03－3732－5641  FAX:03－3732－5641有限会社川製作所 

複合CNC旋盤、汎用旋盤を用いて、フランジ状の加工を中心に手掛ける。取引先からは無検査認定工場として指定を受けるなど、高い評
価を得ており、他社では加工の難しい薄物の精密小形部品なども得意とする。近隣小学校の生徒の見学を積極的に受け入れるなどし、子ど
もたちのものづくりへの理解を深めることにも貢献している。 
●受賞コメント：このたびは大田の工匠に選んで頂き大変ありがとうございます。これを機に地道に努力、精進して行きたく思っています。 

〒144－0047　大田区萩中3－27－16　TEL:03－3744－2089  FAX:03－3744－1961有限会社梅田製作所 

金
属
加
工
（
精
密
部
品
等
の
彫
り
込
み
加
工
）【
経
験
年
数
37
年
】
 

梅
田
　
和
芳
 

金
属
加
工
【
経
験
年
数
47
年
】
 

川
　
義
光
 

金
型
加
工
【
経
験
年
数
52
年
】
 

朝
倉
　
孝
志
 

マシニングセンターを中心に、精密金属加工を行う。図面をもとに改善案を提案し、取引先から感謝されるなど、長年の経験の中から最適
な加工方案を常に探し出し、精度の高い製品を生み出している。治具やプログラミングの工夫によりNC工作機械を巧みに操り、複雑形状
の部品加工も可能。会社は平成8年度に大田区の「優工場」として認定されている。 
●受賞コメント：工匠に推薦いただき、感謝いたします。これからも若い人々が、日本のすぐれたものづくりを継承し続けていただくことを希望いたします。 

「大田の工匠100人」パンフレットより抜粋 

23年度 
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経営ジャーナリスト 

疋田 文明 

評 時 営 経 評 時 営 経 

　
先
ご
ろ
、
あ
る
経
営
者
と
話

を
し
て
い
て
、
「
い
ま
企
業
が

一
番
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
は
何
か
」
と
、
唐
突

に
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
と
き
の
筆
者
の
答
え
は
、
『
行

動
力
』
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

政
界
、
経
済
界
と
も
に
元
気
の

な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
い
た
る

と
こ
ろ
で
閉
塞
感
と
い
う
言
葉
が
飛

び
交
っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
に
も

活
力
の
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
大
き
な
要
因
の

ひ
と
つ
が
、
『
行
動
力
の
欠
如
』
だ

と
い
う
思
い
か
ら
、
咄
嗟
に
出
た
答

え
だ
っ
た
の
だ
。
 

  　
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

で
も
、
行
動
に
う
つ
さ
な
け
れ
ば
単

な
る
思
い
付
き
に
す
ぎ
な
い
、
と
の

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
ま
さ

に
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
で
は
、
な

ぜ
行
動
に
う
つ
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

　
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
失
敗
を
恐
れ

る
が
た
め
に
だ
と
思
え
る
。
「
失
敗

は
成
功
の
母
」
だ
と
い
う
。
成
功
の

陰
に
は
、
数
多
く
の
失
敗
が
あ
る
こ

と
は
、
周
知
の
事
実
だ
。
と
こ
ろ
が
、

現
実
に
は
、
失
敗
を
恐
れ
て
行
動
を

躊
躇
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
組
織
の
上
に
立
つ
人
は
、
「
失
敗

を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ろ
、
責

任
は
俺
が
と
る
」
と
、
一
応
は
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
部
下
が
失
敗
の
報
告
に

く
れ
ば
、
「
な
ぜ
こ
ん
な
失
敗
を
し

た
ん
だ
。
今
度
の
査
定
は
覚
悟
し
て

お
け
」
と
、
と
た
ん
に
態
度
が
一
変

す
る
。
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
結
果

の
失
敗
を
叱
責
さ
れ
た
の
で
は
、
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
も

失
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
 

　
逆
に
い
え
ば
、
今
の
厳
し
い
状
況

の
中
で
元
気
の
い
い
の
は
、
失
敗
に

寛
容
な
風
土
を
持
ち
、
失
敗
を
恐
れ

ず
に
果
敢
に
チ
ェ
レ
ン
ジ
で
き
る
組

織
だ
と
い
え
る
。
そ
の
代
表
例
と
し

て
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井
正
さ
ん
と
本

田
宗
一
郎
さ
ん
の
「
失
敗
哲
学
」
を

紹
介
し
た
い
。
 

　
柳
井
さ
ん
は
、
「
一
勝
九
敗
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
本
を
出
版
し
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
行
動
す
る
こ
と
の
大

事
さ
、
ま
た
そ
の
失
敗
を
そ
の
後
の

経
営
に
生
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
て
い
る
。
 

  　
柳
井
さ
ん
が
何
よ
り
嫌
が
る
の
は
、

失
敗
を
恐
れ
て
行
動
を
躊
躇
す
る
姿

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
柳
井
さ
ん
は
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
し
て
失
敗
も
す
る
。

現
実
に
、
一
九
九
七
年
に
、
新
し
い

業
態
と
し
て
出
店
し
た
「
フ
ァ
ミ
ク

ロ
」
「
ス
ポ
ク
ロ
」
は
、
三
ヶ
月
で

撤
退
し
た
し
、
野
菜
の
販
売
も
失
敗

に
終
わ
っ
て
い
る
。
今
話
題
の
海
外

出
店
も
最
初
は
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。

し
か
し
、
致
命
的
な
失
敗
は
犯
さ
ず
、

い
ま
な
お
健
在
だ
。
な
ぜ
な
の
か
。

そ
の
理
由
を
柳
井
さ
ん
は
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。
 

　
「
僕
を
冒
険
主
義
の
経
営
者
だ
と

思
う
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ

だ
っ
た
ら
会
社
は
つ
ぶ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
程
度
な
ら
失
敗
し
て
も
大
丈
夫

だ
と
、
リ
ス
ク
を
量
っ
て
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
）
し
て
い
る
の
で
す
」
 

　
こ
こ
に
柳
井
さ
ん
の
経
営
の
真
骨

頂
が
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
失
敗
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
、
今
日
ユ
ニ
ク
ロ
が

存
在
し
え
る
の
は
、
こ
の
考
え
が
ベ

ー
ス
に
あ
る
か
ら
な
の
だ
。
 

　
本
田
宗
一
郎
さ
ん
が
社
長
を
お
辞

め
に
な
っ
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
筆
者

は
事
務
所
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
る
の

だ
が
、
そ
の
と
き
壁
に
か
か
っ
て
い

た
色
紙
が
い
ま
だ
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
。
本
田
さ
ん
の
手
に
よ
る
色
紙

に
は
、
柳
に
飛
び
つ
く
蛙
の
絵
と
と

も
に
、
『
失
敗
・
反
省
・
開
発
』
と

い
う
言
葉
が
書
か
れ
て
い
た
。
 

　
本
田
さ
ん
は
、
失
敗
は
種
だ
と
い

う
。
将
来
収
穫
を
得
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
種
を
蒔
か
な
い
と
い
け
な
い

が
、
そ
の
種
に
相
当
す
る
の
が
失
敗

だ
と
い
う
考
え
だ
。
た
だ
し
、
失
敗

を
発
明
の
母
と
す
る
に
は
、
失
敗
後

の
反
省
（
分
析
）
が
大
事
だ
と
い
う
。

科
学
的
に
分
析
し
て
失
敗
の
原
因
を

探
り
、
改
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
る
。

失
敗
↓
反
省
↓
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
失
敗

↓
反
省
↓
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
こ
の
繰
り

か
え
し
が
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す

と
い
う
の
だ
。
開
発
と
は
成
功
と
同

義
語
と
考
え
て
い
い
。
 

　
柳
井
さ
ん
、
本
田
さ
ん
の
共
通
項

は
、
失
敗
を
活
か
す
こ
と
で
元
気
な

会
社
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

組
織
に
活
力
を
と
お
考
え
に
な
る
の

な
ら
、
ま
ず
失
敗
に
寛
容
な
風
土
づ

く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
 

評 時 営 経 評 時 営 経 
失
敗
な
く
し
て
成
長
な
し
 

柳
井
正
と
本
田
宗
一
郎
の
失
敗
哲
学
 

な
ぜ
行
動
で
き
な
い
の
か
 

大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰① 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰① 
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厳
島
神
社
の
あ
る
厳
島
は
、
一
般

に
「
安
芸
の
宮
島
」
と
も
呼
ば
れ
、

松
島
、
天
橋
立
と
と
も
に
日
本
三
景

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
地
に
つ
い
て
は
、
今
年
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
で

世
間
の
耳
目
を
集
め
た
よ
う
で
す
が
、

一
九
九
六
年
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
皆
様

ご
存
知
の
と
お
り
で
す
。
 

  　
と
こ
ろ
で
、
先
日
こ
ん
な
話
を
あ

る
社
長
さ
ん
か
ら
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
源
氏
の
地
で
あ
る
鎌

倉
で
会
議
を
す
れ
ば
会
議
費
と
認
め

ら
れ
、
平
氏
の
地
の
厳
島
で
会
議
を

し
た
ら
交
際
費
等
と
さ
れ
る
の
は
お

か
し
い
。
源
氏
と
平
家
と
で
は
税
務

上
の
取
扱
い
が
違
う
の
で
す
か
？
」

と
い
う
も
の
で
す
。
 

　
ど
う
も
税
務
調
査
の
結
末
に
物
申

し
た
い
ご
様
子
で
し
た
。
 

　
話
を
よ
く
聞
く
と
、
ラ
イ
バ
ル
会

社
が
特
約
店
の
方
を
集
め
、
鎌
倉
の

ホ
テ
ル
の
会
議
場
で
午
後
か
ら
会
議

を
実
施
し
、
夜
に
懇
親
会
を
行
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
社
長
さ
ん
の

会
社
も
、
向
こ
う
が
鎌
倉
な
ら
こ
ち

ら
は
今
話
題
の
厳
島
で
と
思
い
、
集

ま
っ
て
い
た
だ
い
た
特
約
店
の
方
を
、

昼
間
は
観
光
旅
行
に
招
待
し
、
夜
に

ホ
テ
ル
の
宴
会
場
で
会
議
を
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
 

　
で
も
、
社
長
さ
ん
の
会
社
の
会
議

で
は
、
最
初
に
幹
部
の
方
が
挨
拶
し

て
会
議
資
料
を
配
布
し
、
そ
の
後
す

ぐ
に
宴
会
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
 

　
こ
の
社
長
さ
ん
い
わ
く
、
「
せ
っ

か
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

か
ら
、
楽
し
く
飲
ん
で
そ
し
て
気
持

ち
よ
く
お
帰
り
い
た
だ
く
、
そ
れ
が

大
切
な
の
で
す
よ
」
と
。
 

　
そ
の
結
果
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
で
は
、

午
後
か
ら
の
会
議
に
要
し
た
費
用
は

会
議
費
と
税
務
調
査
で
認
め
ら
れ
た

よ
う
で
す
が
、
社
長
さ
ん
の
会
社
の

場
合
は
違
い
ま
し
た
。
 

　
昼
間
の
観
光
旅
行
に
招
待
し
た
費

用
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
夜
に
行
わ

れ
た
会
議
と
さ
れ
る
も
の
の
費
用
も

す
べ
て
交
際
費
等
に
該
当
す
る
と
判

定
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
 

  　
旅
行
等
に
招
待
し
て
、
併
せ
て
会

議
を
行
っ
た
場
合
の
会
議
費
用
に
つ

い
て
は
、
そ
の
会
議
が
会
議
と
し
て

の
実
体
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

会
議
で
必
要
と
さ
れ
る
部
分
の
費
用

は
、
税
務
上
、
交
際
費
等
の
金
額
と

せ
ず
に
会
議
費
に
よ
り
費
用
化
さ
れ

ま
す
。
 

　
全
国
の
特
約
店
を
一
堂
に
会
し
て

会
議
を
開
く
と
な
れ
ば
、
開
催
場
所

や
会
議
日
程
等
を
検
討
し
て
、
場
合

に
よ
っ
て
は
観
光
地
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
場
合
の
費
用
は
、

会
議
と
称
す
る
か
ら
に
は
、
実
際
に

会
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
行
わ
れ
た
状

況
が
会
議
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
、
税
務
上
の
会
議
費
と
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

　
ラ
イ
バ
ル
会
社
さ
ん
の
場
合
は
、

鎌
倉
の
ホ
テ
ル
の
会
議
場
で
の
会
議

の
開
催
が
、
そ
の
地
が
源
氏
に
か
か

わ
る
場
所
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
は

な
く
、
参
加
し
て
も
ら
う
の
に
地
理

的
条
件
や
時
間
の
面
で
も
、
そ
し
て
、

会
議
の
内
容
や
費
用
か
ら
し
て
も
会

議
と
認
め
ら
れ
る
と
判
定
さ
れ
、
そ

れ
に
要
し
た
金
額
が
会
議
費
と
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
 

　
で
す
が
、
こ
の
社
長
さ
ん
の
会
社

の
場
合
は
、
会
議
と
さ
れ
る
内
容
が

検
討
さ
れ
、
状
況
か
ら
し
て
特
約
店

の
方
に
対
す
る
接
待
や
供
応
等
の
た

め
の
も
の
と
認
定
さ
れ
た
の
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
に
要

し
た
費
用
も
交
際
費
等
に
当
た
る
と

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

　
実
情
を
み
て
処
理
さ
れ
た
も
の
で
、

決
し
て
そ
の
地
が
平
氏
と
か
か
わ
り

を
持
つ
場
所
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
う
が
っ
た
見

方
を
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
と
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
そ
の
際
に
こ
の
社
長
さ
ん

が
平
氏
の
末
裔
の
方
で
、
ラ
イ
バ
ル

会
社
に
源
氏
の
末
裔
の
方
が
お
み
え

に
な
る
の
か
ど
う
か
は
聞
き
漏
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
念
の
た

め
申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。
 

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

会
議
と
い
え
る
も
の
か
 

会
議
と
い
え
る
も
の
か
 

観
光
地
で
会
議
を
開
催
 

観
光
地
で
会
議
を
開
催
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さしだえん 
■　場　　所：大田区北糀谷1－16－10 
■　電　　話：03－3741－3467 
■　営業時間：10：00～18：30 
■　定 休 日：土曜、日曜、祝祭日 

「
さ
し
だ
え
ん
」
の
創
業
は
、
今
か
ら
一
三
〇
年

前
の
明
治
十
五
年
。
 

　
北
糀
谷
で
海
苔
養
殖
採
取
業
の
許
可
を
と
り
、

羽
田
沖
で
海
苔
の
養
殖
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
昭
和
三
十
七
年
の
十
二
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
漁
業
権
を
放
棄
。
翌
年
八
月
か
ら
海
苔
と
お

茶
の
小
売
り
を
始
め
ま
し
た
。
 

　
海
苔
は
佐
賀
の
海
苔
を
販
売
。
そ
れ
は
「
柔
ら

か
く
、
と
ろ
け
る
よ
う
な
甘
さ
、
ス
ッ
と
の
ど
ご

し
が
良
い
」
か
ら
。
 

　
ま
た
、
お
茶
は
温
暖
な
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
、

さ
わ
や
か
な
味
と
香
り
の
静
岡
茶
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
 

　
毎
月
一
日
と
十
五
日
は
特
売
日
。
 

　
以
前
は
屋
号
が
「
指
田
園
」
で
し
た
が
、
店
舗

改
築
し
て
ソ
フ
ト
な
「
さ
し
だ
え
ん
」
に
変
わ
り

ま
し
た
。
 

〈
山
下
雄
平
　
記
〉
 

北糀谷1丁目 

呑川新橋 

三菱東京● 
UFJ　 

●寿司店 

● 
富山歯科 

北糀谷町会会館● 

北糀谷 ↑
大
森
 

川
崎
↓
 

産
業
道
路
 

呑 川 

ココ 
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税理士 

◆法人名 
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小
学
二
年
生
に
な
る
息
子
と
妻
を
伴
い
、
宝
探

し
を
行
う
の
が
最
近
の
我
が
家
の
流
行
で
あ
る
。
 

　
宝
探
し
と
言
っ
て
も
、
本
物
の
金
銀
財
宝
が
眠

る
秘
境
探
検
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
あ
る
企

業
が
、
地
域
、
団
体
、
企
業
、
自
治
体

等
と
連
携
し
て
行
う
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
日
本
全
国
津
々
浦
々

で
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、

近
場
で
は
江
ノ
島
、
横
浜
な
ど
有
名
な

観
光
地
も
あ
れ
ば
杉
並
区
等
の
普
通
の

街
中
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
 

　
ル
ー
ル
は
至
っ
て
シ
ン
プ
ル
。
ま
ず

予
め
指
定
さ
れ
た
観
光
案
内
所
等
へ
行

き
、
宝
探
し
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
地
図
を

受
け
取
る
。
あ
と
は
そ
の
地
図
に
記
さ

れ
た
暗
号
を
解
読
し
な
が
ら
お
宝
を
目

指
し
、
ひ
た
す
ら
街
中
を
歩
き
回
る
の

で
あ
る
。
時
に
は
全
く
見
当
違
い
な
方

向
へ
推
理
が
働
き
、
甚
だ
見
当
違
い
な

場
所
に
辿
り
つ
き
家
族
揃
っ
て
苦
笑
い

な
ん
て
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
し
か
し

推
理
が
的
中
し
、
お
宝
に
近
づ
く
重
要
な
ヒ
ン
ト

の
隠
し
場
所
を
発
見
し
た
時
の
喜
び
た
る
や
、
ま

る
で
本
当
に
お
宝
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
ス
リ
ル
と

快
感
が
味
わ
え
る
の
で
あ
る
。
難
し
い
暗
号
を
家

族
で
議
論
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
と
気
づ
か
ぬ
う

ち
に
数
万
歩
も
歩
い
て
し
ま
う
。
普
段
の
仕
事
で

は
一
日
数
千
歩
程
度
し
か
歩
か
な
い
メ
タ
ボ
な
父

親
に
と
っ
て
は
も
っ
て
こ
い
の
健
康
法
で
あ
る
。

そ
し
て
全
て
の
暗
号
を
解
読
し
、
全
て
の
ヒ
ン
ト

を
ゲ
ッ
ト
し
た
ら
い
よ
い
よ
最
後
の
お
宝
で
あ
る

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
地
図
を
受
け
取
っ
た
場
所
へ

報
告
す
れ
ば
宝
探
し
ク
エ
ス
ト
の
完
了
と
な
り
お

宝
を
頂
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

　
こ
の
お
宝
は
た
っ
た
一
枚
の
紙
製
の
カ
ー
ド
で

は
あ
る
が
、
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
は
、
皆
で
知

恵
を
出
し
合
い
苦
労
し
て
獲
得
し
た
想
い
出
の
詰

ま
っ
た
大
切
な
「
お
宝
」
な
の
で
あ
る
。
　
 

〈
E
・
S
〉
 

新入会員の皆さまです　  平成24年6月～8月（支部順） 

訃　　報 

　
当
会
相
談
役
外
村
　
初

様
が
、七
月
十
七
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。享
年
93
歳
。 

　
外
村
相
談
役
は
昭
和
四

十
九
年
六
月
よ
り
昭
和
六

十
二
年
五
月
ま
で
副
会
長
と
し
て
大
変
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
、副
会
長
退
任
後
は
相
談
役

と
し
て
当
会
発
展
に
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。 
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よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 
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